
記事は３種類ある 
 

記事には   集客・教育・販売   の記事があります。 
この３つに記事によってサイトは成り立っています。 
 
物を買う時、基本的にはその流れで人は物を買います 。 
 
例えば 
 
１、看板を見て店に入ってくる・・・ 集客 
２、試食などで商品を知る    ・・・ 教育 
３、商品を買ってもらう      ・・・ 販売 
 
サイトビジネスで利益を出していただくためにもこの ３つの記事が大事
です。 
 
ではその３つの記事とは 
 
集客記事  →  調べ物記事（例 Wikipedia） 
 
しかしこれだけでは読まれません。 
なぜなら面白くはないからです。 
 
じゃあどうしたらいいのか。 
 

面白くするには 体験談 を入れることが大事になってきます。 
 
体験談、気持ち、感想を入れることで調べ物記事が "パンフレット"   
から "読み物" に進化します。 
 
それが面白い記事を作るための基本です。これで世界に一つのオリジナ

ル記事の出来上がりです。 



さらに書く人の感情や気持ちが入るのでコピペの対策にもなります。 
 
 
教育記事→  体験談記事 
 
これは体験談に特化した記事です。 最終的にはこの記事を作れるように
なるのが目標 ですね。 
 
 
販売記事→ランキング形式記事 
 
これもランキングだけの記事だと面白くありませんので、 
自分の 想い を入れてください。 
 
購入したものがあれば、その体験を書けばいいですが、そうもいきませ

んよね。その場合は口コミなどを入れて、その口コミに共感した自分の

気持ちを入れてもいいです。 
そうするとランキングさえもオリジナルになるのです。 
 
最初は 集客記事、販売記事 を自分の体験、意見を交えながらオリジナル
の記事を作れるようになって、最終的に 教育記事だけ を作れるようにな
れば、３つの記事をどれでも作れるようになります。 
 
これが ライティングの基本 になります。 
 
見てもらえばわかると思いますが、どのようなサイトもこの３つの記事

で成り立っています。 
 
そして最終的には体験談の記事をうまく書くことが 上位検索、1位を
獲ってもらうためには大事 になってきます。 
ですから常に自分の意見を入れることを意識してください。 
 
ただし、方言などは使わないようにお願いしますね。サイトのカラーを

統一させるためです。 



 
 
 
 
では、次にどうしたら体験談が伝わりやすくなるかというと、 
 
主張  →  理由  →  証拠  →  主張 
 
この順番で体験談を書くと伝わりやすくなります。 
 
これを子供の自転車の練習で例えるなら 
 
（主張） 
自転車は１時間で乗れるようになります。 
 
（理由） 
ペダルなしの自転車を乗せるのがいいですよ。 
バランス感覚が鍛えられてペダルをつけてもすぐ乗れるようになりま

す。 
ただし、補助輪は三輪車の練習になりバランス感覚が鍛えられないので

おすすめしません。 
 
（証拠） 
私の子供もペダルなしの自転車を乗っていたので、ペダル付き自転車に

変えてもすぐに乗れるようになりました。 
（他に動画や友人の体験談などを入れる、データがあれば引用する） 
 
（主張） 
ですから自転車は１時間で乗れます。 
さらに公園などで遊びの幅も広がりますし、体幹も鍛えられて体も強く

元気な子に育ちますよ。 
もしお子さんの自転車の練習方法にお困り方がいましたら、自転車に補

助輪をつけるのではなく、ペダルなしの自転車でバランス感覚を鍛えて

から、ペダルつき自転車を練習させるとすぐに乗れるようになります

よ。 



 
 
と、こんな感じです。 
 
おそらく、１０記事も作ればこのような記事も書けるようになります

よ。 
 
最初は自分の記事がどの記事なのか意識して書いてください。どちらに

せよ調べ物は必要ですけどね。 
いずれは自分の体験談だけで書けるようになるのが目標です。 
 
これらの集客、教育、販売の記事が書ければ、報酬の高いお仕事も挑戦

できるはずです。 
 
 
最後に、なるべく僕が指示したことはしていただけるとありがたいで

す。必要なことは伝えますので。 
 
そして２０記事を作り終わる頃には基礎的なライティング技術を身につ

けていってくださいね。 
 
僕も本気で取り組んでいきますのでよろしくお願いします！ 
一緒に頑張りましょう！ 
 
 
 
 
 


